
 

 

 

 

◆日日日日                時時時時        平成平成平成平成２２２２３３３３年年年年    ２２２２月月月月２２２２５５５５日（日（日（日（金金金金））））１４：００１４：００１４：００１４：００    ～～～～    １７：００１７：００１７：００１７：００    

◆◆◆◆場場場場                所所所所        アイメッセアイメッセアイメッセアイメッセ        ４４４４階階階階    小小小小会議会議会議会議室室室室（（（（甲府甲府甲府甲府市市市市大津町２１９２大津町２１９２大津町２１９２大津町２１９２－－－－８８８８    ））））    

◆◆◆◆定定定定                員員員員        ５５５５０名０名０名０名    

◆◆◆◆受受受受    講講講講    料料料料        無無無無        料料料料    

◆◆◆◆申込方法申込方法申込方法申込方法        裏面の申込書にご記入の上、ＦＡＸ裏面の申込書にご記入の上、ＦＡＸ裏面の申込書にご記入の上、ＦＡＸ裏面の申込書にご記入の上、ＦＡＸ(055(055(055(055----222243434343----1890189018901890))))ににににてててて    

お願いしますお願いしますお願いしますお願いします。。。。    

 

「呉服業界で共同してトレーサビリティを公開するシステムを構築」 
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講師 樋口 恒樹 氏  （株式会社 織彦 代表取締役） 

株式会社織彦は明治４０年に西陣織メーカーとして創業、現在は西陣織、京友禅を中心とする和装関連商品と染織インテ

リアの製造、加工、販売と、染織美術工芸品修復を行っています。 

 呉服業界の構造的不況の中でモラルを逸脱した販売が目立つようになり、消費者の信頼を回復するための方策としてトレ

ーサビリティの公開を模索、同じ考えを持つ同社を含む流通の上下の仲間８社が集まり「伝統産業におけるトレーサビリテ

ィ導入プロジェクト」を立ち上げ、日本伝統産業染織工芸協会を設立して企業をまたぐトレーサビリティの公開を実現しま

した。 

作業工程・商品分類などのコード統一化や平準化を最初に行うことで、８社の生産加工工程のデータベース化を図り、同

社が開発運用していた生産加工管理システムを基盤として、共通の生産加工経路追跡システムを各社に導入、そのデータか

らトレーサビリティなどの公開情報を各社が責任をもって共通サーバーへアップロードし、協会が運用するホームページで

公開するというシステムを確立しました。 

「組合企業及び取引仕入先が共通で使えるシステム構築」   

～「～「～「～「ＳａａＳ型業界共通ＸＭＬ／ＥＤＩ」受発注業務システム構築ＳａａＳ型業界共通ＸＭＬ／ＥＤＩ」受発注業務システム構築ＳａａＳ型業界共通ＸＭＬ／ＥＤＩ」受発注業務システム構築ＳａａＳ型業界共通ＸＭＬ／ＥＤＩ」受発注業務システム構築～～～～    2 
 講師 菅野 修一 氏  （小島プレス工業株式会社 ） 

こじま事業協同組合連合会は、トヨタ自動車の第１次下請けである小島プレス工業のグループ企業の連合会として、小島

グループ通信インフラ及び研究施設の維持管理、組合企業の情報化推進、組合企業の社員への教育などを行っています。 

「グリーンＩＴによるＣＯ２削減」をテーマとして活動を進め、当社グループ企業の「ハードウェアー統合」・「ソフトウ

ェアー統一」を実施して大きな効果を出しました。また、「ＩＴによる CO²削減」をより多く効果を出すためには、社会全

体として活動に取組む必要があるとの思いから、会社内に留まらず、自動車部品業界全体が業界標準として利用できるシス

テムを構築し「グリーンＩＴ」における社会貢献活動として実施してきました。同社は、自動車部品業界、及び中小企業に

おいて共通に利用が可能な「ＳａａＳ型業界共通ＥＤＩ」受発注業務システムを構築し、「グリーン・クラウド・コンピュ

ーティング」を実現しております。 

「クラウド／ＳａａＳ時代におけるシステム共同化について」 
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講師 岩田 薫 氏  （特定非営利活動法人ＩＴコーディネータ山梨 理事長） 

今や、ＩＴの世界はインターネットを中心に動き始めております。インターネットは、Ｗｅｂサイトで物を売るだけでな

く、クラウド、ＳａａＳに代表されるように基幹業務システムまで取込、社会基盤の一部となってまいりました。 

このような時代には、もはや１企業が大きな投資をして、自社だけの閉鎖されたシステムを構築するのではなく、関係す

る企業同士が互いにメリットのある連携システムを共同利用する時代に入ってまいりました。このような時代に、今後、企

業情報システムはどう進んでいくべきか、事例を踏まえ、ご紹介させていただきます。 

関 東 経 済 産 業 局 委 託 事 業関 東 経 済 産 業 局 委 託 事 業関 東 経 済 産 業 局 委 託 事 業関 東 経 済 産 業 局 委 託 事 業    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記必要事項をご記入の上、FAXにてご送付ください。    

FAXFAXFAXFAX：：：：０５５０５５０５５０５５ḘᾁᾃᾂḘᾀᾇᾈ０ḘᾁᾃᾂḘᾀᾇᾈ０ḘᾁᾃᾂḘᾀᾇᾈ０ḘᾁᾃᾂḘᾀᾇᾈ０        （財）やまなし産業支援機構（財）やまなし産業支援機構（財）やまなし産業支援機構（財）やまなし産業支援機構    情報推進課情報推進課情報推進課情報推進課    

 

     

 

 

 

 

■お申込受付後、受付確認書等はお送りいたしませんが、資料等準備の都合がございますので、セミナーの

受講をご希望の方は、「参加申込書」に所要事項をご記入の上、ご送付下さい。 

■お申込の際にいただいた個人情報は、本セミナーに関するお問い合わせ等、運営業務にて使用いたします。 

 

貴社名 
 

住 所 
〒 

 

出席者① （役職                ） 

出席者② （役職                ） 

出席者③ （役職                ） 

TEL  FAX 
 

連絡先 

e-mail  

主な取り扱い 

商品・サービス 
 

◆主  催 財団法人やまなし産業支援機構 ／ 関東経済産業局 

◆後  援  ・中小企業応援センター「支援ネットワークやまなし」 

(構成法人：山梨県商工会連合会・山梨県中小企業団体中央会・甲府商工会議所 

・富士吉田商工会議所・株式会社山梨中央銀行・都留信用組合） 

・社団法人山梨県情報通信業協会、ＮＰＯ法人ＩＴコーディネータ山梨 

◆協  力  山梨県 

◆申込･問合せ先 

財団法人やまなし産業支援機構 情報推進課 

ＴＥＬ ： ０５５－２４３－１８８８ 


